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 先週は、株も為替もリスクオンの動きとなりました。 

この流れに変化が出るかに注目したいです。 

今週は週末にメジャーＳＱがあるので、株価に波乱が起こる可能性もあります。 

米国の消費者物価指数にも注目が集まっています。米国のインフレがピークをつけるかど

うかは今後の金融政策に影響を与えるので重要です。 

米国株などが再び下げ始めると流れが変わる可能性もあるので注意したいです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は雇用統計後に１３１円手前まで上昇してきました。 

再度１３１．３５円をトライする動きが期待できそうです。 

１３１．４円を超えると１３３円あたりが視野に入ってきそうです。 

下値は１２９．５円を維持できれば強い動きが続きそうです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円も上昇しています。 

ユーロは利上げ期待から強い動きになっています。４月高値の１４０円を超えてきたこと

で中期的にはさらにユーロ高が進みそうです。 

オセアニア通貨も強い動きが続いています。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

日本では１－３月期ＧＤＰ（改定値）、４月貿易収支などがあります。 

米国では４月貿易収支、前週分新規失業保険申請件数、５月消費者物価指数、６月ミシガ

ン大学消費者信頼感指数、５月月次財政収支などの発表があります。 

欧州ではユーロ圏で１－３月期ＧＤＰ（確定値）、ＥＣＢ政策金利発表、ラガルドＥＣＢ総

裁定例会見、ドイツで４月製造業新規受注、４月鉱工業生産などがあります。 

ほかには、オーストラリアで政策金利の発表などがあります。 


